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１ 監査の概要 

 

１ 監査の種類  公の施設の指定管理者監査 

２ 監 査 対 象  財団法人 四日市市まちづくり振興事業団 

           教育委員会博物館（指定管理に関する事務の所管所属） 

３ 事前調査期間  平成２４年１月１８日から平成２４年２月６日まで 

４ 監 査 期 間  平成２４年２月 ７日 

５ 監査対象年度  平成２２年度 

６ 監査対象事項  施設の管理運営に関する事務及び出納その他の事務 

７ 監 査 方 法   四日市市楠歴史民俗資料館の指定管理者である財団法人四日市市まちづく

り振興事業団に対して、公の施設の管理運営に係る平成２２年度における出

納その他の事務の執行状況について、関係資料の提出を求め、担当者から説

明を聴取し、諸帳簿等について調査・確認するとともに、条例及び協定書等

に沿って適正な管理が行われているかに重点をおいて監査を実施した。 

            また、所管所属である博物館に対しては、指定管理者への指導監督が適切

に行われているかに重点をおいて監査を実施した。 

 

第２ 監査対象の概要 

 

１ 指定管理者の概要 

名  称  財団法人 四日市市まちづくり振興事業団 

代 表 者  理事長 小菅 弘正 

住  所  四日市市本町９番８号 

 

２ 指定管理の内容 

施  設  名 四日市市楠歴史民俗資料館 

所  在  地 四日市市楠町本郷 1068 番地 設置年月：平成１７年４月 

指定管理期間 平成２１年４月１日～平成２４年３月３１日 

指定管理料 ６，８０９，０００円（平成２２年度） 

指定管理に係

る収支状況 

 収入   ６，９４１，２２２円 

 支出   ６，８９２，７１５円 

 収支      ４８，５０７円 

利 用 実 績 

 

 

年間利用者数（年間）  

 平成２０年度（直営） ６，３９７人 

 平成２１年度     ７，６３４人 

  平成２２年度     ６，８２９人 

 

３ 指定管理の業務範囲 

   ア 入館等の制限、公開使用の許可、公開使用許可の取消し等に関すること。 

   イ 利用料金の徴収、還付に関すること。 
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   ウ 資料館の施設、設備等の維持管理に関すること。 

   エ その他、資料館の運営に関して必要と認める業務に関すること。 

 

４ 収支状況 

                                     単位：円 

  項 目 実施計画（a） 実績額（b） 比較増減（b）－（a） 

利用料金収入 １６，０００ １８，９００ ２，９００ 

指定管理料 ６，８０９，０００ ６，８０９，０００           ０ 

事業収入 ６０，０００ １０６，７６０ ４６，７６０ 

雑収入           ０ ６，５６２ ６，５６２ 

収入 計 ６，８８５，０００ ６，９４１，２２２ ５６，２２２ 

人件費 ４，０３５，０００ ３，７７６，９９７ △２５８，００３ 

管理費 ２，４３０，０００ ２，３８３，１８４ △４６，８１６ 

消耗品費 １００，０００ ９４，６８２ △５，３１８ 

 印刷製本費 ７２，０００ １０７，９４０ ３５，９４０ 

 光熱水費 ３３３，０００ ３６６，０７３ ３３，０７３ 

 修繕料 １４３，０００ ７，３５０ △１３５，６５０ 

 通信運搬費 １５２，０００ １５３，８１５ １，８１５ 

 保険料 ５，０００ ２，８００ △２，２００ 

 委託料 １，５２５，０００ １，５６９，０５０ ４４，０５０ 

 賃借料 １００，０００ ８１，４７４ △１８，５２６ 

事業費 ２４６，０００ ２６３，２３４ １７，２３４ 

一般管理費 ５０，０００ ４６９，３００ ４１９，３００ 

 支出 計 ６，７６１，０００ ６，８９２，７１５ １３１，７１５ 

  収  支 １２４，０００ ４８，５０７ △７５，４９３ 

 

第３ 監査の結果 

 

   監査の対象とした四日市市楠歴史民俗資料館の指定管理者：財団法人四日市市まちづくり振興

事業団に対する公の施設の管理に係る平成２２年度における出納その他の事務の執行状況及び同

法人に対する所管所属の指導状況等について監査した結果、次のとおり注意、是正又は改善を要

する事項が見受けられた。今後の事務執行にあたっては、これらに十分留意するとともに、改善

等を要するものについては、その措置を講じるよう要望する。 

   なお、改善等の措置を講じられたときは、遅滞なく報告されたい。 

   ただし、平成２４年４月からは直営管理となるので、当法人からの報告は求めない。 
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１ 指摘事項 

 

【財団法人 四日市市まちづくり振興事業団】 

（１）職員配置について 

   基本協定書第１６条の規定では、現場管理者を選任し、資料館に常駐することになっているが、

常駐していなかった。資料館の職員が１名の勤務体制であるので、内部牽制体制の確保の観点か

らも、現場管理者を資料館に常駐させ、適正な管理監督を行うこと。       【是正事項】 

  

【博物館】 

（１）貸与備品の管理について 

   貸与備品について、定期的に実査しているとの説明であったが、その記録が文書で保存されて

いなかった。実査を行った記録（日時、立会者、数量など）を文書にして保存すること。   

【是正事項】 

 

２ 意 見 

 

【財団法人 四日市市まちづくり振興事業団】 

（１）事務引継ぎについて 

   事務引継ぎにあたっては、市民の施設利用に支障がないよう、十分な期間の確保や意思疎通を

図り、円滑に行うこと。                          【要望事項】 

 

【博物館】 

（１）市民サービスの確保について 

   直営管理となるが、引き続き、これまでの市民サービスを確保するとともに、今後は、博物館

としてのノウハウを活用し、創意工夫や経営改善を図り、市内全域さらには市外からの来館者や

利用団体の一層の増加に取り組むこと。                    【改善事項】 

 

（２）今後の管理運営について 

過去の収支状況を費目別に内容を把握し、業務の実態の理解や改善点の発見に努め、より充実

した管理運営を行うこと。                          【改善事項】 


